
開 催
日 時

令 和 ５ 年 1 2 月 1 ５ 日 金

1 3 : 0 0 ～ 1 8 : 0 0時 間

開 催
方 法

W E B 開 催
（ Z O O M ）

J I S A 会 員 ・ 学 生 ： 無 料
一 般 ： 7 , 0 0 0 円参加費

詳細・お申込URL https://www.jisa.or.jp/sis/

トレンド情報の積極的な発信、実践的な開発事例の共有、技術者の情報共有と交流の場と
して、「ソフトウェアイノベーションシンポジウム2023 ～人とAIの共存によるDependableな社会
の実現～」をオンラインセミナーとして開催します。ぜひ奮ってご参加ください。

Software Innovation Symposium
2023

－人とAIの共存によるDependableな社会の実現－

主 催
一般社団法人情報サービス産業協会 技術委員会
委員長：尾本昇（伊藤忠テクノソリューションズ株式会社）
副委員長：冨安寛（株式会社NTTデータグループ）



ソ フ ト ウ ェ ア イ ノ ベ ー シ ョ ン シ ン ポ ジ ウ ム 2 0 2 3

イベントプログラム（予定） ※プログラム内容、詳細は現在調整中です

基
調
講
演

13:05
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13:45
質疑含む

マイクロソフトがAIで描く未来
伊藤 信博 氏
日本マイクロソフト株式会社
業務執行役員 パートナー事業本部
パートナー技術統括本部 統括本部長
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|

13:05

開会挨拶
尾本 昇 氏
JISA副会長・技術委員会委員長
伊藤忠テクノソリューション株式会社 理事
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14:30
質疑含む

AIをめぐる倫理的問題とその先にあるもの 鈴木 貴之 氏
東京大学大学院 総合文化研究科 教授
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|
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グ 経験報告表彰・閉会挨拶

経
験
報
告

経験報告の講演動画を予定しています。
1件あたり20分程度となります。
※当日10時より公開予定

交
流 経験報告発表者・参加者交流セッション
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生成AIによるDigital Transformation
のための要求獲得実践ガイド（要求
工学知識体系REBOK（DX編））の実
践ワークショップ

【企画運営】
技術委員会エンジニアリング部会
（部会長：位野木万里 工学院大学）

一般社団法人情報サービス産業協会 SIS事務局 sis@jisa.or.jp 03-5289-7651お問合せ E-mail Tel
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待
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PM Award2023 優秀賞 /
JISA DX賞 受賞

ITモダナイゼーション
プログラム

15:20
|

17:15

休憩・移動時間 14:30-14:40

JISA技術委員会エンジニアリング部会（前要求工学
グループ）は，2023年3月に，要求工学知識体系
（REBOK）の第4弾として，
「Digital Transformation（DX）のための要求獲得実践
ガイド」を出版しました．本書は，社会にインパクトを与
える問題発見のための要求獲得技術と価値創出のた
めのモデリング技術について，DXに取り組む技術者，
開発者，経営者等へ向けた手引書です．

生成AIが登場したことで，プログラムの自動生成だけ
でなく，要求獲得においても人間をサポートし，業務効
率を向上させることが期待されています．生成AIを利
用する際には，対話で使用する用語や質問の内容，
質問の順序等，プロンプトの合理的な設計が特に重要
です．合理的なプロンプト設計には，対象のドメインや
タスク，成果物の種類に応じたきめ細かなノウハウノ
ウハウが必要であると考えられます．

本ワークショップでは，Digital Transformationのため
の要求獲得実践ガイドに基づき，生成AIを用いて効果
的に問題発見や価値創出等の要求獲得タスクを実行
する方法を、グループワークを通して体験します．

児玉 英一郎 氏
オリックス生命保険株式会社

17:15
|

17:30

『DevOps実践を推進するWebアプリテン
プレート開発』
三好 秀徳 氏
(株式会社日立ソリューションズ)

『Next Designを用いたDX推進ツールの
構築プロセスの提案と実践』
不破 慎之介 氏
(株式会社デンソークリエイト)

『Large Language Model（LLM）を活用した
ソフトウェア開発の可能性と応用方法』
海浦 隆一 氏
(株式会社NTTデータグループ)

『段階的再構築における依存関係分析を
用いた費用対効果の試算』
横井 一輝 氏
(株式会社NTTデータグループ)

『生成 AI 活用による Rest-API コード生
成品質向上』
梶野 晋 氏
(日本電気株式会社)

『ソフトウェアサプライチェーンにおけ
るソースコード漏洩を防止するセキュ
アド開発環境の提案と評価』
斎藤 忍 氏
(日本電信電話株式会社)

『未来の基盤構築:オープンソース
大規模言語モデルによるAIサービ
ス開発の探求』
澤田 藤洋仁 氏
(伊藤忠テクノソリューションズ株式
会社)

『高速機械学習器による現場での故
障予知-新しいAI、ビックデータ、IoT
など新たなデータ収集、分析、活用
のアプローチ-』
中村 彰 氏
(株式会社セック)

『ソフトウェアドキュメント検証による
生産性・品質向上の取組みと社内で
の推進』
吉村 直人 氏
(日本電気株式会社)

尾本 昇 氏
JISA副会長・技術委員会委員長
伊藤忠テクノソリューション株式会社 理事


